
■交通が集中する交差点等における慢性的な渋滞の解消

交付金事業の重点支援対象ではないため計画的な事業展開が難しい状況。32

◆

草津三丁目交差点

【主要渋滞箇所】

国道8号 御幸橋付近

【主要渋滞箇所】

☆変形４差路交差点であるうえ交通
容量不足のため、慢性的に渋滞

↓
交差点改良が必要！！

↓
★県道大津能登川長浜線（草津三丁

目交差点）の改良を推進し渋滞の
解消を目指す

☆愛知川を渡河する道路が、付近に国
道８号しかなく、交通集中により慢性的
に渋滞

↓
代替ネットワークの整備が必要！！

↓
★県道神郷彦根線の整備を推進し交通

量の分散を目指す

Pa16.渋滞対策による円滑な道路ネットワークの構築

国の重点支援施策に合致しないが、

滋賀県として取り組むべき施策 １



麻生古屋梅ノ木線

■地域の孤立を防ぐための「命の道」の整備

・山間部における道路の多くは、災害時に寸断されれば集落を孤立させることとなり、

緊急車両や物資車両の不通により、住民の命の危険に直結する。

道路整備、落石・崩土対策は、人の命をつなぎとめるために必要不可欠。

交付金事業の重点支援対象ではないため計画的な事業展開が難しい状況。33

H24.8豪雨による土砂流出

H25.9台風18号による道路欠損

H25.9台風18号による土砂流出

H25.9台風18号による道路欠損

国道４２２号

多賀醒井線

国道４２１号

Pa26.地震災害に強い道路ネットワークづくり（防災・安全）

◆国の重点支援施策に合致しないが、

滋賀県として取り組むべき施策 ２



■快適な歩行空間整備と併せ災害時の交通確保を図るための無電柱化

・市街地等の幹線道路の無電柱化率は１４％であり、全国平均１５％を下回っている状況

である。引き続き無電柱化を進め、快適な歩行空間整備と併せて災害時の交通確保を図る

必要がある。

交付金事業の重点支援対象ではないため計画的な事業展開が難しい状況。
34

Pa31.生活空間の安全確保のための通学路等の整備および無電柱化

野洲停車場線【小篠原（野洲市）】

＜電柱地中化・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ事業＞

バリアの除去・人に優しい道路へ

◆国の重点支援施策に合致しないが、

滋賀県として取り組むべき施策 ３



■法面・舗装等を計画的に修繕することで安心・安全な道路環境を確保

・老朽化する道路ストックを適切に維持管理するため、道路ストックの安全性を点検し、

点検結果に基づき 法面・舗装・附属物等を計画的に修繕することで安心・安全な道路

環境を確保する必要がある。

交付金事業の重点支援対象ではないため計画的な事業展開が難しい状況。
35

Pa37.計画的な修繕による信頼性の高い道づくり（法面・舗装・附属物等）

路面のたわみ

●国道３０６号【大君ヶ畑】●国道４２２号【松原・大石・富川】

●高木八日市線【瓜生津・芝原】

◆国の重点支援施策に合致しないが、

滋賀県として取り組むべき施策 ４



■道路整備の予算を確保するため、国の交付金における重点支援施策に合わせ、

整備計画間で要素事業（交付金の整備計画を構成する個々の道路事業）の

移行も行っている。
36

◆APを着実に進めるための工夫

①．ＩＣアクセス道路の整備等を通じた物流ネットワークの強化①．ＩＣアクセス道路の整備等を通じた物流ネットワークの強化

■国が交付金事業で重点支援するとされているのは、以下の３計画。

②．道路法に基づく道路施設の定期点検、および計画に基づく修繕・更新②．道路法に基づく道路施設の定期点検、および計画に基づく修繕・更新

③．市町が策定する「通学路交通安全プログラム」に基づく通学路の安全確保③．市町が策定する「通学路交通安全プログラム」に基づく通学路の安全確保

■滋賀県は、向こう10年間の道路整備計画を定めた「道路整備アクションプログラム」に基づき計画

的に事業を進めていくため、国の交付金事業を活用している。しかし、全国的な交付金の要望額に

対し、国の全体予算枠が足りていない状況であり、国の重点支援施策に合致しない交付金の内示

状況は特に厳しい。
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◆要素事業の移行例

Pa16.渋滞対策による円滑な

道路ネットワークの構築

主要渋滞箇所図

【整備計画に位置付けた事業】

・草津守山線（守山市下之郷）←H26完了
・草津守山線（守山市金森） ←H26完了
・大津能登川長浜線（草津市）
・神郷彦根線（神郷・川原）
・近江八幡竜王線（近江八幡市）

Pa29.季節を問わず地域間の

交流を支えるみちづくり

・大津能登川長浜線（草津市）
・神郷彦根線（神郷・川原）

・近江八幡竜王線（近江八幡市）

ＩＣアクセスの
位置づけも可能な事業

国の重点支援施策に
位置付けできない事業

Pa14. IC・駅への

１次アクセス道路の整備

移行

草津守山線

大津能登川長浜線

近江八幡竜王線

神郷彦根線

移行



◆滋賀県の道路事業における交付金の整備計画の変遷

Pa14
IC・駅アクセス
H25～H29

Pa16
渋滞対策
H25～H29

社交金（通常）

Pa17
橋梁等修繕
H25～H29

Pa18
点検通学路
H25～H29

Pa26
防災・減災
H25～H29

Pa31
通学路・無電
H25～H29

Pa29
地域の振興等
H21～H25

防災・安全交付金

平成２５年度

特化した目標毎に

整備計画（Pa）を策定

分割

Pa14【重点】
IC・駅アクセス
H25～H29

Pa16
渋滞対策
H25～H29

社交金（通常）

Pa17【重点】
橋梁等修繕
H25～H29

Pa18【重点】
点検通学路
H25～H29

Pa26
地震災害に・・
H25～H29

Pa31
通学路・無電
H25～H29

Pa29
地域間の交流
H26～H30

防災・安全交付金

Pa37
法面舗装修繕
H26～H30

平成２６年度

・建築との連携事業
・緊急輸送道路・規制区間の改良事業
・防災要対策箇所の解消に資するＢＰ整備

・通学路安全プログラムに掲載の
通学路対策

・点検に基づく道路施設の
計画的な修繕（橋梁・TN）

・IC・駅一次アクセス道路の整備

・Pa14にも防安にも該当しない事業

・点検に基づく道路施設の
計画的な修繕（法面・舗装等）

Pa14【重点】
IC・駅アクセス
H25～H29

Pa17【重点】
橋梁等修繕
H25～H29

Pa18【重点】
プログラム通学路
H25～H29

Pa29
地域間の交流
H26～H30

Pa37
法面舗装修繕
H26～H30

移行

Pa26
地震災害に強い
H25～H29

・H27以降要素事業なし
・草津三丁目（Pa14に）
・神郷彦根（川原）（Pa14に）
・六枚橋（Pa29に）

Pa31
通学路・無電柱
H25～H29

移行

Pa16
渋滞対策
H25～H29

平成２７年度

移行

： 中間評価対象

・基本的にはPa18に移行。
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◆中間評価について

滋賀県公共事業等計画評価実施要綱

第３ 中間評価および事後評価の内容
１ 知事は、次に掲げる事項について中間評価を行うものとする。

(1) 事業の進捗状況
(2) 事業効果の発現状況
(3) 評価指標の目標値の実現状況

２ 知事は、次に掲げる事項について事後評価を行い、今後の方針の案を作成する
ものとする。

(1) 事業の進捗状況
(2) 事業効果の発現状況
(3) 評価指標の目標値の実現状況
(4) 主要な事業に関する次の事項

ア 事業を巡る社会経済情勢等の変化
イ 事業採択時の費用対効果分析の要因の変化
ウ コスト縮減および代替案立案等の可能性
エ その他必要と考えられる事項

中間評価にて主要な事業を選定

アウトカム指標
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交付金名称
計画
番号

計画名称 計画の期間

社会資本整備
総合交付金

Pa14 ＩＣ・駅への1次アクセス道路の整備 Ｈ25～Ｈ29

社会資本整備
総合交付金

Pa16 渋滞対策による円滑な道路ネットワークの構築 Ｈ25～Ｈ29

社会資本整備
総合交付金

Pa29 季節を問わず地域間の交流を支えるみちづくり Ｈ26～Ｈ30

防災・安全社会
資本整備交付金

Pa17 道路施設点検および計画的な修繕による信頼性の高いみち
づくり（橋梁・トンネル）

Ｈ25～Ｈ29

防災・安全社会
資本整備交付金

Pa18 子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学
路整備

Ｈ25～Ｈ29

防災・安全社会
資本整備交付金

Pa26 地震災害に強い道路ネットワークづくり（防災・安全） Ｈ25～Ｈ29

防災・安全社会
資本整備交付金

Pa31 生活空間の安全確保のための通学路等の整備および無電柱化 Ｈ25～Ｈ29

防災・安全社会
資本整備交付金

Pa37 計画的な修繕による信頼性の高いみちづくり（法面・舗装・附属物等） Ｈ25～Ｈ29

40

◆中間評価について
道路局所管分

重点

重点

重点

： 中間評価対象



◆中間評価について

・事業の進捗状況

・事業効果の発現状況

・評価指標の目標値の実現状況

41



整備計画
現時点の状況

（Ｈ２８.３時点）

事業箇所数 事業費（a） 実施済事業費（b）
進捗率

（b）/（a）

３５箇所
（策定当初 ２１箇所）

Ａ事業：３４箇所
Ｃ事業： １箇所

５８，８６７百万円
（策定当初 ２８，７４３百万円）

Ａ事業：５８，８３７百万円
Ｃ事業： ３０百万円

８，９１０百万円

Ａ事業：８，８８６百万円
Ｃ事業： ２４百万円

１５％

※事業費（a）について

対象事業における着手から完了までの事業費を記載。

事業費からみる事業進捗状況

※事業費（b）について

対象事業における着手から平成２７年度末までの事業費を記載。

◆要綱第３-２-(１) 事業の進捗状況 Pa14
ＩＣ・駅への1次アクセス道路の整備

42



A001

A020

A022

A005

A016

A002

A004
A015

A003

A006

A019

A017
A008

A014

A801

C551
A025

A013
A741

A009

A018

A011

A010

A021

A012

A024

A023

A007 A026

A027

A028

A029

A851

A901

黒：実施済箇所
赤：実施中箇所
青：実施予定箇所

（Ｈ２８.３時点）

◆対象整備計画に掲げた事業進捗状況 Pa14
ＩＣ・駅への1次アクセス道路の整備
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■路線名：湖東三山インター線（松尾寺）
■整備箇所：愛知郡愛荘町松尾寺
■工期 ：Ｈ２１～ Ｈ２５
■整備内容：スマートＩＣ整備
■全体延長：Ｌ＝４００ ｍ
■全体事業費：５億６千万円

■整備状況

整備後

事業箇所

位置図

※１．交通量の出典：高速道路と自動車より

（単位：台/日）

（単位：月）

スマートＩＣの整備により、ＩＣへの３０分アクセス圏人口の増加につながった。

国道３０７号沿線等の近隣工場や地域住民、湖東三山への観光客の利便性
の向上につながった。

紅葉シーズンが最多

至 彦根

至 八日市

国
道
３
０
７
号

湖東三山スマートＩＣの出入り交通量

◆要綱第３-２-(２) 事業効果の発現状況 Pa14
ＩＣ・駅への1次アクセス道路の整備
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・高速道路IC及び駅、並びに高規格幹線道路から３０分アクセス圏人口を増加させる。
・工場立地を増進させる。

■アウトカム指標

■アウトカム指標の算定式

・（各年度末時点のIC等への３０分アクセス圏人口）
－（H２４末のIC等への３０分アクセス圏人口）

・要素事業の影響エリア[※1]における５年間の新規工場立地件数[※2]の合計
※1：各駅及びＩＣ（ＳＩＣ）から半径１０km圏内に関わる市町村を対象とする
※2：工場立地動向調査の値による

目標値 実績値

当初（H25） ０人 －

中間年（H27年度末） － 1万21人

最終年（Ｈ29年度末） １ 万人

目標値 実績値

当初（H25） ０ 件 －

中間年（H27年度末） － 41件

最終年（Ｈ29年度末） １００ 件

【30分アクセス圏人口増】 【工場立地増進】

平成22年国勢調査
データから算出

滋賀県工場立地動向
調査結果による

※25年26年の合計

◆要綱第３-２-(３) 評価指標の目標値の実現状況 Pa14
ＩＣ・駅への1次アクセス道路の整備

H25
現況値

H25
現況値
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◆主要な事業の選定について Pa14
ＩＣ・駅への1次アクセス道路の整備

・事業採択後5年以上を経過した時点で未着工の事業

・事業採択後10年以上経過し継続中の事業

要件

※「事業採択」とは国庫補助事業については「国の事業採択通知を受け事業費が予算
化された時点」、単独事業については、「詳細設計に着手した時点」

※「未着工の事業」とは「用地買収手続きと工事のいずれにも着手していない事業」

国道４２２号 大石東バイパス工区 、国道３０３号 追分工区が要件に該当
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◆主要な事業の選定について Pa14 その１
ＩＣ・駅への1次アクセス道路の整備

大石東バイパス

・滋賀県と三重県を結ぶ県際道路

・大津南部地域を南北に結ぶ唯一の幹線道路
であり、当該地域の経済活動や地域住民の
日常生活において重要な路線

・大津市南郷六丁目から大石東三丁目におい
ては、線形不良区間が連続、土砂災害警戒
区域が存在し、平成２４年の豪雨、２５年の台
風で土砂流出等により通行止めが発生

→国道４２２号大石東バイパス事業により
線形不良区間を解消

当路線の特徴

H24.8.14 大津南部集中豪雨時被災状況

国道４２２号（大石東バイパス工区）
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◆主要な事業の選定について Pa14 その１
ＩＣ・駅への1次アクセス道路の整備

一般国道４２２号大石東バイパスは、大津南部地域を南北に結ぶ唯一の幹線
道路であり、当該地域の経済活動や地域住民の日常生活において重要な路線
となっている。

大津市南郷六丁目から大石東三丁目においては、瀬田川と急峻な山に挟ま
れた急カーブの続く区間で、事故の多発や、恒常的に渋滞が発生している状況
にあることから、これらの解消をし安全で円滑な交通確保を目的としています。

事業区間
全体計画延長
道路規格
設計速度
計画幅員
最急縦断勾配
主要構造物
全体事業費
平成28年度以降 事業費
平成27年度末 事業進捗率
着工
完了

滋賀県大津市南郷六丁目～同市大石東三丁目
L = 2,775 m
3種2級
V = 60 km／h
W = 11.0 m (車道 : 3.25 m×2車線＋路肩＋歩道 : 2.0×1)
I = 5.77 ％

トンネル1箇所（L=387m）、瀬田川橋梁（L=176m）
C = 6,200百万円
2,885百万円
約53％（事業費ベース・予定）
平成16年度
平成30年度（予定）

大石東バイパス 事業概要

道
路
計
画
概
要
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◆主要な事業の選定について Pa14 その１
ＩＣ・駅への1次アクセス道路の整備

施工状況図(平成27年9月現在)
大石東バイパス施工延長 Ｌ= ２，７７５ｍ

橋梁工事

切土工事中 トンネル工事

大石東
切土工事

Ｈ２３年供用済 Ｌ= ４１６ｍ

関津トンネル Ｌ= ３７８ｍ

標準断面図
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◆主要な事業の選定について Pa14 その２
ＩＣ・駅への1次アクセス道路の整備

・滋賀県と福井県を結ぶ県際道路であり、
地域間交流を支援する重要な路線

・高島市今津町追分から同市同町北生見間
においては、幅員狭小及び線形不良区間が
連続しており、大型車のすれ違いが困難な
区間が存在し、特に冬季の事故が多い。

→国道３０３号（追分工区）事業により
線形不良区間を解消

当路線の特徴

全体事業区間

4,100m

弘川ランプ

追分工区

国道３０３号（追分工区）
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◆主要な事業の選定について Pa14 その２
ＩＣ・駅への1次アクセス道路の整備

一般国道３０３号は、滋賀県と福井県を結び地域間交流を支援する重要な路
線であるが、滋賀県高島市今津町追分から同市同町北生見間においては、幅
員狭小及び線形不良区間が連続しており、大型車のすれ違いが困難な区間が
存在し、特に冬季に事故が多発している。

追分道路は、国道303号の幅員狭小及び線形不良区間を迂回し、安全な通
行ルートを確保することを目的としています。

事業区間
全体計画延長
道路規格
設計速度
計画幅員
主要構造物
全体事業費
平成28年度以降 事業費
平成27年度末 事業進捗率
着工
完了

滋賀県高島市今津町追分～同市今津町保坂
L = 4,100 m
3種3級
V = 60 km／h
W = 9.0 m (車道 : 3.0 m×2車線＋路肩)
トンネル1箇所（L=294m）、橋梁3箇所
C = 5,500百万円
3,026百万円
約45％（事業費ベース・予定）
平成20年度
平成30年代半ば（予定）

追分工区 事業概要

道
路
計
画
概
要
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◆主要な事業の選定について Pa14 その２
ＩＣ・駅への1次アクセス道路の整備

施工状況図(平成27年9月現在)

【横断図】
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①事業の進捗状況
平成２７年度末時点での進捗率は１５％にとどまっている。これは、当該整備
計画に位置付けた要素事業が増加していることも要因の一つである。
湖東三山インター線（スマートＩＣ）や土山蒲生近江八幡線（蒲生スマートＩＣ）
が供用開始となっている。

②事業効果の発現状況
スマートＩＣ等の整備により、高速道路や駅へのアクセス性が改善され、ＩＣへ
の３０分アクセス圏人口の増加や新規工場の進出に寄与することができた。

③評価指標の目標値の実現状況
③-1 高速及び駅、高規格幹線道路への３０分アクセス圏人口について

中間目標値の設定は無いものの、良好な実現状況となっている。
（30分アクセス圏人口増加数の最終目標値10,000人に対し、現状10,021人）

③-2 工場立地の増進
中間目標値の設定は無いものの、おおむね良好な実現状況となっている。
（工場立地増進の最終目標値100件に対し、現状41件）

○まとめ （Ｐａ14）

◆中間評価まとめ Pa14
ＩＣ・駅への1次アクセス道路の整備
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整備計画
現時点の状況

（Ｈ２８.３時点）

事業箇所数 事業費（a） 実施済事業費（b）
進捗率

（b）/（a）

２箇所
（策定当初 ５箇所）

Ａ事業：２箇所

１，３６８百万円
（策定当初 ５，４００百万円）

※H27以降他Paに移行したため。

Ａ事業：１，３６８百万円

１，３６８百万円

Ａ事業：１，３６８百万円

（１００％）

※策定当初５箇所（５要素事業）を計上していたが、Ｈ２６年度で２箇所完了し、Ｈ２７年度に
残りの３箇所については別の整備計画へ移行した。
⇒ Ｈ２７年度以降は当該整備計画において執行する要素事業はなくなった状況。

事業費からみる事業進捗状況

◆要綱第３-２-(１) 事業の進捗状況 Pa16
渋滞対策による円滑な道路ネットワークの構築
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黒：実施済箇所
赤：実施中箇所
青：実施予定箇所

：渋滞対策箇所
：対策済箇所

◆対象整備計画に掲げた事業進捗状況 Pa16
渋滞対策による円滑な道路ネットワークの構築

梁瀬北

梁瀬

御幸橋北詰

六枚橋

野村中央

木川町

草津三丁目
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■路線名：草津守山線（金森・下之郷）
■整備箇所：守山市三宅～下之郷
■工期 ：Ｈ１４～Ｈ２７
■整備内容：現道拡幅（２車線→４車線）
■全体延長：Ｌ＝１,７４０ ｍ
■全体事業費：４５億３千万円

■整備状況

整備後

事業箇所

位置図

４車線化および右折レーンの設置により渋滞対策箇所の解消に繋がった。

整備前

◆要綱第３-２-(２) 事業効果の発現状況 Pa16
渋滞対策による円滑な道路ネットワークの構築
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・渋滞対策箇所の整備率の向上（50％に）

■アウトカム指標

■アウトカム指標の算定式

・（対策箇所整備率） ＝ （対策済箇所数） ÷ （対策箇所数）

２箇所÷７箇所＝対策箇所整備率：２９ ％

目標値 実績値

当初（H25） ０ ％ －

中間年（H27年度末） ２５ ％ ２９ ％

最終年（Ｈ29年度末） ５０ ％

草津守山線（下之郷、金森）において、
地域の主要渋滞箇所の渋滞解消に寄
与する道路整備を行うことができた。

目標達成

整備前 整備後

◆要綱第３-２-(３) 評価指標の目標値の実現状況 Pa16
渋滞対策による円滑な道路ネットワークの構築

H25
現況値

57



①事業の進捗状況
草津守山線（現道拡幅の4車線化事業）の完成供用により、渋滞対策箇所２箇
所において対策済みとなった。また、残る５箇所については、引き続き他の整備
計画にて実施することとなった。

②事業効果の発現状況
草津守山線の４車線化により、湖南地域の渋滞解消に寄与することができた。

③評価指標の目標値の実現状況
渋滞対策箇所の整備率の向上について
中間目標値25%に対して、現状29%となった。

○まとめ （Ｐａ16）

◆中間評価まとめ Pa16
渋滞対策による円滑な道路ネットワークの構築
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